
望
月
宜
粂
君

野
口
龍
準
君

上
木
龍
陵
君

友
井
能
怒
骨
羽

那
波
宙
由
．
現
君

望
月
、
機
泊
君

早
川
玄
項
君

泉

義

敬

君

望
月
宗
康
対

黒
絞
盟
中
高
島
対

丸
山
勝
龍
君 日

雑

報

日

同
窓
詰
日
記
事

岡
本
畑
中
院
出
身
者
住
所

ー
高
等
部
卒
業
生

i

水
準
院
誌

佐
賀
小
城
郡
三
日
月
村
金
岡
妙
関

レ子
M
3

愛
媛
脈
問
宇
和
都
喜
須
来
村
法
眼

院
比

－
中
等
協
卒
業
生

l

丹
波
闘
北
桑
名
郡
字
大
野
村
議
喝
采

晶
ず
土
ム

本
母
院
高
等
部
在
感
e

全全静
岡
勝
興
津
町
法
泉
寺
内

水
準
院
高
等
部
在
事

東
京
深
川
匝
御
船
議
前
二
円
、
武

謝
ノ
バ
ハ
H

滑
川
玄
静
骨
れ

小
野
駄
…
京
お

則
武
諦
浄
君

森

亮

遠

君

藤
岡
一
行
君

松
木
本
奥
君

加
納
率
一
君

－
小
林
貞
宜
君
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
第
二
中
隊
内

翌
月
本
務
君
本
卒
院
高
等
部
夜
間
学

山
内
慧
戒
骨
相
会

回
三
角
山
龍
華
寺
に
奉
る

本
事
院
高
等
部
在
剛
山
十

附
山
脇
東
岡
町
蓮
昌
寺
内

本
日
常
院
高
等
部
品
化
一
号

会全

銅

子

量

指

揮

一
昨
h
y

年
僕
は
現
役
兵
に
て
、
朝
鮮
平
安
北
道

江
界
に
守
備
2
・
し
て
駐
也
、
し
れ
。
品
山
機
た
利
用
・
し

て
靭
鮮
の
仰
教
状
態
た
見
ん
さ
九
月
二
十
凶
目
、

秋
季
自
主
護
祭
た
幸
ぴ
猿
て
聞
い
て
居
中
い
三
角
山
龍

議
ヰ
す
た
訪
ふ
べ
〈
出
島
民
・
し
れ
。
町
た
は
な
れ
て
鴨

級
江
の
支
流
な
る
束
来
江
ル
波
舟
し
て
旋
以
ら
過

ut
総
て
極
め
て
念
な
る
山
道
を
登
つ
れ
が
、
寺

ら
＝
し
き
も
の
も
見
b
？
、
或
ロ
方
向
ル
設
つ
れ
の

で
は
な
い
か
さ
幾
度
か
時
時
・
し
な
が
ら
約
一
旦
程

も
謹
む
さ
山
の
中
腹

ι山
内
わ
い
。
間
近
ル
見
る
さ
巣

科
、
唐
黍
等
が
作
っ
て
あ
る
山
知
日
山
山
十
ド
。
謡
彼
方

に
一
九
屋
根
の
家
が
見
M
H

る
。
果
d
U
5
説
。
撲
の
家

め
る
龍
華
寺
で
あ
つ
れ
。
品
す
は
問
問
日
六
筒
位
H
U

で
極
め
て
粗
末
な
建
物
一
つ
あ
る
の
み
‘
仁
、
入
口

の
額
面
に
は
「
華
厳
曾
上
L
Z
書
ド
て
あ
る
。
中
よ

リ
五
十
前
後
の
備
か
二
名
驚
い
れ
休
で
僕
ル
迎
ヘ

ト
ト
。
僕
は
片
言
一
回
ま
じ
り
の
鮮
語
ら
以
て
参
詣
の
怠

を
告
げ
十
ぃ
。
後
は
僕
の
怠
ら
了
解
d
し
も
の
さ
見

、
ロ
、
喜
ん
で
働
問
に
論
じ
て
日
付
〈
待
遇
’
し
て
失
れ

ら
。
正
面
に
は
金
仰
の
世
脅
か
一
体
来
安
、
し
あ
る

の
み
、
靭
鮮
に
於
て
始
め
て
鰐
尊
の
御
影
か
押
汗
す

る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
の
仰
数
金
〈
地
に
落
ち
れ
る

か
思
ひ
、
僕
は
只
符
比
の
土
の
日
州
も
仰
放
た
作
州
、
し

本
仰
の
本
懐
れ
る
法
事
の
法
雨
に
浴
し
、
本
門
三

秘
に
蹄
依
d
・
し
む
る
期
の
一
日
も
早
く
来
る
向
山
げ
い

さ
祈
る
の
マ
あ
つ
れ
。
仰
聞
の
績
に
本
暗
号
ら
一
す

も
の
が
こ
軸
懸
げ
て
め
つ
れ
。
議
U
ん
の
参
考
－
土
、

に
左
に
示
寸
。箆一
泡
康
大
悉
鑑
明

住
友
空
中
暮
無
方

左
補
慮
日
光
遍
照
消
火
菩
薩
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南
無
金
輪
賓
界
横
山
健
光
如
来
偽

右
補
慮
月
光
遍
照
息
火
北
口
薩

羅

列

利

土

周
察
人
生
当
時
竿
長

協
側
曾
上
聖
賢
衆

南
無
念
剛
舎
上
仰
菩
薩

櫨
町
議
曾
上
震
扱
等
来

さ
・
し
て
あ
る
。
先
づ
参
詣
は
終
〈
て
住
職
金
法

尤
さ
樹
認
す
ろ
戸
、
此
寺
は
同
・
し
卒
安
北
道
に
あ

Z
臨
済
宗
大
本
山
普
賢
寺
の
末
寺
な
る
曲
、
土
日
の

来
日
物
で
も
あ
る
か
さ
問
へ
町
、
先
住
が
皆
持
ち
去

っ
て
、
ブ
ル
ぶ
そ
」
ミ
答

h
k。
っ
か
ぶ
そ
」
さ
は
無

い
ミ
の
前
℃
わ
る
。
例
制
丈
Z
・
し
て
は
只
鮮
字
た
以

て
書
い
＋
h
Z
者
一
品
を
あ
る
の
み
で
あ
る
。
隣
室
ル

見
る
主
婦
人
三
名
主
二
人
の
子
供
が
居
る
。
仲
代
職

に
向
っ
て
、
日
足
れ
御
腐
の
妻
子
な
あ
か
、
さ
尋
ね

れ
ぼ
、
彼
告
ま
り
わ
志
気
に
一
五
ふ
ゃ
う
、
私
は
出

家
で
あ
る
放
に
妻
子
な
，
し
さ
頻
り
に
鶏
解
す
る
の

で
あ
る
。
品
開
侶
は
妻
ル
持
れ
ね
も
の
之
の
み
思
ふ

被
は
依
げ
で
あ
る
。
一
苅
の
座
に
就
く
さ
大
き
な
茶

碗
に
そ
ば
が
き
の
よ
う
な

t
の
た
出

L
て
進
め
れ

が
、
駅
屯
中
口
鮮
人
の
食
物
は
禁
ど
ら
れ
て
あ
る

が
円
陣
品
以
た
斥
げ
る
も
宜
し
か
ら
？
守
二
寸
手
た
竹

げ
土
が
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
彼
等
の
生

活
法
た
開
〈
に
、
僅
か
ば
か
り
の
寺
領
た
耕
作
・
し

て
辛
〈
も
生
命
か
保
っ
て
印
刷
る
な
ど
さ
碕
セ
の
誌

に
二
時
間
た
過
し
れ
。
叉
再
合
同
た
期
・
し
て
寺
を
欝

ιて
下
山
し
わ
ト
。
朝
鮮
一
帯
の
仰
教
は
知
新
で
あ

る
。
一
般
の
枇
品
開
は
例
教
や
僻
間
相
旧
の
償
値
た
認
め

ず
、
叉
無
埋
か
ら
ぬ
事
で
、
党
（
の
僧
侶
な
る
者
も

多
く
は
譲
み
4

車
内
告
も
能
は
ね
無
智
の
者
が
多
い
の

で
あ
ろ
。
聞
く
印
度
た
え
郡
の
偽
教
の
吠
熊
も
曲
md、」

同
様
で
あ
る
さ
一
五
ふ
事
に
が
、
他
邦
は
拾
き
、
我

閣
内
地
の
仰
数
吠
態
は
如
何
で
あ
る
か
、
今
日
℃

は
一
歩
一
歩
此
の
状
態
に
返
附
つ
h

あ
Z
て
は
な

い
か
。
此
徹
哉
月
か
品
は
ら
ぱ
第
二
の
朝
鮮
側
教
じ

伍
す
る
期
の
必
ず
や
温
か
ら
ざ
る
た
思
ふ
。
志
た

懐
い
て
立
つ
前
途
多
望
の
諸
兄
は
如
何
に
考
へ
日
的

z
h
H

。
よ
し
ゃ
第
一
一
の
日
蓮
さ
名
残
ら
？
さ
も
第

三
の
日
親
上
人
第
四
の
日
持
上
人
ル
以
て
任
刊
し
共

に
四
線
路
妙
ル
寅
現
す
ぺ
〈
思
ぴ
努
力
す
べ
き
で

あ
る
Q

僕
は
彼
地
の
頑
勢
た
見
Z
に
揺
へ
な
い
で

設
に
一
言
し
打
宍
第
で
あ
る
。
拙
な
告
筆
も
諸
兄

の
心
に
多
今
反
省
の
料
主
な
ら
江
幸
甚
で
あ
あ
。

直

講

堂

新

築

久
・
し
く
狭
降
た
告
げ
つ
、
も
官
官
態
か
吹
め
ざ
り

・
し
本
俸
院
の
講
堂
は
、
一
逗
般
紙
井
岡
脚
武
生
町
中
山
山

中
川
之
沢
氏
の
特
志
た
以
て
金
常
千
五
日
日
刊
の
得
附

ル
得
之
に
院
長
御
手
許
金
の
御
下
問
問
た
仰
ぎ
、
工

費
金
受
千
闘
の
丸
絞
り
じ
て
、
木
院
の
東
に
隣
接

ぜ
ろ
膏
運
動
場
ル
撰
張
、
し
、
此
に
関
口
十
五
問
奥

行
大
間
の
講
堂
ら
新
築
す
る
事
に
決
・
し
、
五
月
下

旬
域
工
の
後
定
に
て
目
干
工
事
ル
取
り
急
ぎ
つ
h

・
1
J
l
y
G

1
L
 

〈βz〕

国
木
村
師
の
講
演

十
－
一
月
二
日
午
後
一
時
、
焚
語
大
限
出
身
木
村

認
寛
師
は
待
に
五
回
準
す
が
斜
め
に
登
院
ぜ
ら
れ
．
醤

交
わ
ろ
山
口
教
授
の
紹
介
に
よ
り
て
登
壇
、
「
印

市
内
支
明
の
新
世
間
日
L

Z
題
、
し
て
資
地
麟
査
研
究
に
な

れ
Z
該
博
な
る
新
智
識
を
傾
注

L
て
彼
地
の
歴
史

風
俗
、
宗
教
の
寓
般
に
一
臼
一
り
て
有
盆
な
Z
誘
演
あ

り
。
五
日
人
を

C
て
所
調
彼
の
世
岱
思
相
md
の
高
雅
な
る

に
は
畏
敬
の
念
品
禁
ぜ
ぎ
り
、
し
め
、
殊
に
結
末
日

y
f
－
り
、
晶
、
の
例
数
叫
帆
態
ル
説
－
L
て
玉
”
が
日
遼
主
義



の
1

月
兵
ヘ
帰
る
べ
き
し
堤
怒
ら
痛
論
ぜ
ら
れ
・
し
に

は
、
議
、
し
も
感
ぜ
ざ
志
も
の
な
か
り
き
。
設
に
謹

ん
で
英
の
傍
ら
感
謝
す
。

回
講
演
部
よ
り

司
ロ
ロ
ロ
ロ

回
三
光
堂
説
教
大
月
十
四
日
上
ノ
山
＝
一
光
堂
に

於
て
説
教
合
‘
早
川
、
森
‘
小
林
の
三
名
出
張
。

ロ
ロ
ロ
ロ

回
闘
慌
布
教
六
月
十
日
、
玉
屋
に
投
宿
ぜ
る
石

川
勝
闘
参
の
請
に
依
り
、
藤
田
部
長
及
森
、
菊
池
等

法
話
の
鎗
出
張
、
多
大
の
法
盆
か
奥
へ
恥
れ
る
者
の

如
く
な
り
き
。

ロ
ロ
ロ
ロ

同
幻
鯨
布
教
入
月
四
日
、
西
八
代
柴
村
井
出
綬

王
寺
信
徒
の
諸

ιよ
り
、
樋
口
、
松
木
、
菊
泌
、
佐
藤

岡
氏
出
張
。

ロ
ロ
ロ
ロ

同
幻
崎
町
布
教
九
月
八
日
、
本
郡
隠
令
材
木
郷
妙

善
寺
に
て
幻
燈
舎
開
催
、
熊
士
望
月
ハ
海
U
、
泉
、
早

川
、
今
村
等
。

ロ
ロ
ロ
ロ

伺
幻
燦
布
教
え
月
十
二
日
、
部
長
引
率
の
下
に

早
川
、
講
問
、
小
林
、
佐
藤
の
諸
兄
は
木
院
ル
脅
し
、

京
の
遜
同
幻
燈
旋
に
演
税
合
か
開
告
、
随
所
多
大

の
歓
迎
合
噌
蒙
り
れ
る
二
さ
感
謝
に
絵
り
あ
り
。

第
一
日
中
巨
摩
郡
大
別
妙
善
寺
に
於
て
開
合

舎
衆
凡
そ
三
百
入
、
群
衆
堂
外
に
溢

れ
譲
想
外
の
廉
咽
内
十
h

り
告
。

A

笠
郡
青
柳
田
圃
繭
寺
に
於
て
開
催
、
前

夜
に
勝
る
感
畑
山
た
得
仁
り
。

中
巨
摩
邪
鏡
中
傑
村
長
業
寺
に
て
関

曾
‘
恰
も
雨
天
な
り
C
が
比
較
的
成

功
や
椴
め
れ
。

西
八
代
郡
市
川
大
門
町
困
立
寺
に
於

て
関
曾
、
遠
近
競
て
群
集
ぜ
り
。

ロ
ロ
ロ

回
法
難
曾
九
月
十
二
目
、
法
雄
融
合
鹿
修
の
後
講

堂
に
於
て
茶
話
舎
か
問
斗
＼
各
級
総
代
の
演
説
わ

り
、
例
に
依
り
本
院
に
於
て
牡
丹
餅
の
供
養
を
受

げ
て
散
曾
f
。

ロ

ロ

回
説
教
十
月
八
日
、
陰
暦
の
法
難
舎
に
て
高

等
部
生
一
同
臭
之
院
に
て
遁
夜
設
教
た
な
マ
。

ロ

ヨ

回
説
教
十
月
十
四
日
、
・
セ
斑
山
大
法
要
に
付

例
年
の
知
〈
高
等
部
生
は
貌
下
の
随
件

Z
Lて
参

詣
通
夜
就
放
た
な
す
。

ロ

ロ

同
合
式
十
月
十
二
日
午
後
六
時
よ
り
、
木
院

に
於
て
大
幻
僚
合
問
合
、
午
後
十
二
時
終
る
mF
菜

明
に
至
る
迄
、
高
晴
市
部
生
交
棒
読
教
ゃ
な
ぜ
り
。

ロ
ロ
ロ
ロ

回
道
路
布
教
十
一
月
四
日
、
遠
足
の
蹄
品
語
、
早

第
二
日

第
三
日

第
四
日

川
、
議
、
松
木
、
菊
池
等
高
等
龍
生
は
一
一
行
に
逮
れ
、

商
都
警
察
署
前
に
て
驚
異
さ
随
喜
主
に
集
ま
れ
る

群
集
の
免
に
各
一
携
の
演
説
た
試
み
れ
り
。

ロ
ロ
ロ

団
法
別
合
高
一
小
林
良
宣
君
は
近
衛
師
闘
に
．

中
ニ
内
藤
善
精
君
は
第
十
丸
師
闘
に
執
れ
も
入
管

ぜ
ら
る
、
に
付
き
、
本
舎
に
て
は
十
一
月
十
一
日

心
ぼ
か
り
茶
話
合
4

申
開
き
て
C
ば
・
し
の
別
ら
惜
み

れ
り
。
雨

R
幸
ぴ
に
健
在
な
れ
。

ヨ
ロ
ロ
ロ
ロ

回
臨
時
拍
車
事
祭
芳
別
に
ね
れ
れ
る
袖
た
千
す
間

も
な
く
、
同
日
は
醒
伍
同
国
闘
の
申
書
が
忌
辰
に
宮
れ
る

た
以
て
‘
一
同
水
妙
庵
に
参
斧
手
向
・
し
香
華
に
復

十
い
新
ら
・
し
き
哀
愁
た
感
じ
ぬ
。
夜
に
入
て
は
、
森
、

松
木
、
望
月
本
啓
君
共
他
中
五
生
有
志
じ
て
通
夜

説
教
ら
な
d
u

り。

不
断
の
活
動
に
よ
り
て
何
人
日
も
認
め
ら
れ
つ

、
あ
る
我
が
議
波
部
は
、
更
に
諸
震
が
組
問
識
な
る

努
力
に
よ
り
て
其
の
寅
カ
た
献
貧
な
ら
L
め
れ
。

五
日
人
は
此
の
上
も
な
い
誇
り
さ
a

し
て
、
大
正
五
年

度
に
於
て
は
諸
君
が
各
自
平
均
六
回
宛
の
練
磨
た

ぜ
ら
れ
れ
さ
一
五
ふ
新
記
録
た
諸
君
の
前
に
俊
表
す

る
事
の
出
来
る
光
祭
た
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
二

の
一
年
間
の
成
績
は
夏
に
ま
仁
濠
想
外
の
賢
建
た

〔6：〕



一
本
し
て
、
多
〈
の
新
ら
・
し
い
顔
閥
れ
日
将
来
め
る

回
帰
士
や
安
見
す
る
こ
Z
か
由
来
土
の
は
、
是
亦
本

格
の
面
目
さ
す
る
慮
で
あ
る
。

何
事
も
練
朝
日
た
而
買
す
る
。
中
に
も
わ
げ
て
融
情
論

は
共
の
効
果
の
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。
哨
犠
打
h

無

口
に
さ
呼
ぱ
る
h

人
に
却
て
演
一
抵
の
瓦
人
ら
後
見

す
る
事
が
尚
来
る
。
抽
練
磨

ιよ
こ
す
天
才
か
何
慮

に
あ
ら
う
？
現
日
天
下
知
名
の
隷
士
・
い
見
ょ
、
共

稜
逢
期
日
於
げ
る
努
力
nr
・
奈
何
、
天
性
た
酬
明
つ
の

諸
作
れ
よ
、
決
・
し
て
徒
ら
に
自
棄
す
る
勿
れ
。
綜
骨

れ
る
流
の
議
、
峨
守
れ
る
蒼
峯
の
項
、
飛
湯
激
す

る
の
ほ
畑
、
松
風
之

ι利
す
る
施
、
随
慮
や
が
て
諸

君
が
線
患
の
好
遁
慮
で
は
な
い
か
。
思
へ
諸
子
！

、
”
の
自
然
か
謝
品
回
衆
ミ
し
て
の
練
磨
の
如
何
に
爽

快
な
る
か
か
。
新
〈
て
熟
練
d
u

あ
草
稿
た
提
げ
て

嘗
呑
の
演
埋
に
現
は
る
事
め
ら
ん
か
、
そ
の
天
性

の
郷
つ
べ
か
ら
ざ
る
た
知
り
て
向
上
す
る
も
容
易

で
あ
ら
・
ヲ
。
諸
兄
！
さ
も
に
倶
に
今
後
の
俊
逮
否

努
力
奄
競
は
う
で
は
な
い
か
。

l
l森
生

l
l

回
文
車
部
か
ら

県
中
師
云
タ
剖
鵬
よ
示
レ
減
干
今
式
首
有
余
年
其
這

意
唯
在
二
言
語
文
字
之
間
一
核
不
レ
精
ニ
三
十
巻
字

句
－
則
不
レ
能
ν
知
ニ
一
昔
麗
之
妙
怠
－
也

彼
の
古
副
聖
堂
賓
が
波
説
た
以
て
よ
く
人
た
感
化

す
さ
雄
も
、
そ
ル
今
日
に
鱒
へ
れ
る
は
偏
に
文
孝

の
カ
ロ
よ
る
の
に
。

経
典
わ
っ
て
始
め
て
得
意
の
遺
風
が
今
日
ロ
俸

は
り
、
論
語
あ
っ
て
孔
夫
子
の
選
今
巳
滅
d

？．

四
施
音
あ
っ
て
基
督
は
倫
今
日
に
活
き
て
居
る
で

は
な
い
か
。

勿
論
文
章
主
演
説
さ
は
一
得
一
失
あ
れ
ど
も
、

府
な
が
ら
に

L
て
古
今
や
論
議

L
・
一
室
に
千
里

の
遺
・
き
た
震
寸
日
至
つ
て
は
、
正
に
文
章
が
演
説

に
優
る
、

倫
叉
妄
り
に
口
外
・
し
難
告
心
中
の
秘
臭
、
幽
玄

微
妙
な
る
深
理
及
感
情
た
潟
し
山
仰
す
に
歪
て
は
、

最
早
明
：
文
章
の
猶
り
舞
車
重
で
あ
る
。

香
世
守
が
租
文
4

母
語
庁
譲
・
し
て
恰
も
度
身
の
曲
芸
組
・
い

一
向
米
乙
続
く
深
遠
の
妙
旨
か
斧
暗
闘
す
る
の
感
あ
る

は
、
聖
雄
の
御
精
神
か
組
文
さ
な
っ
て
末
代
の
我

等
た
救
護
d
u

ら
あ
‘
か
ら
で
あ
る
。

大
詩
人
大
文
豪
さ
は
、
唯
詞
藻
F
h
富
み
其
の
欲

守
る
昆
じ
従
ひ
英
文
画
風
勾
た
護
れ
得
る
も
の
に
あ

ら
ず
・
し
て
、
一
五
ふ
ぺ
き
も
の
た
有
し
叉
兵
の
一
五
ふ

べ
為
、
方
法
を
知
れ
る
川
い
あ
る
の
に
。

一
五
ふ
べ
き
思
想
が
あ
っ
て
、
之
に
伴
な
ふ
文
あ

る
時
、
英
の
支
は
不
朽
・
い
し
て
共
の
思
想
も
亦
不

朽
で
あ
る
。

愛
日
於
て
五
回
人
の
任
務
如
何
ミ
い
ふ
戸
、
勿
論

本
化
の
妙
義
た
一
切
人
類
日
領
知
d
し
む
る
に
あ

る
。
大
智
舎
利
弗
倫
智
か
以
て
入
る
二
宮
の
出
来

ぬ
難
解
難
入
の
法
門
、
我
等
が
終
日
党
官
慌
に
副
書
組

棲
榊
の
霊
地
に
佳
・
し
て
、
信
カ
た
以
て
事
ん
れ
深

遠
の
妙
旨
は
、
如
何
日
大
雄
鱒
家
て
も
叉
大
思
怨

家
て
も
善
一
一
説
、
し
測
量
す
る
事
は
出
来
ま
い
。
か
お

る
胸
底
の
秘
奥
た
筆
先
日
顕
し
て
、
康
〈
満
天
ド

に
永

4
蓋
4
4
来
際
日
普
及
す
る
－
－

z
、
育
現
岱
二

世
の
衆
生
糸
救
務
・
し
て
回
線
鶴
岡
妙
の
春
や
迎
へ
る

さ
一
五
ふ
大
卒
業
は
、
十
日
V

濁
り
文
章
の
巧
拙
に
あ

る

ω打
。
於
没
我
文
民
宇
都
の
責
任
。
、
崎
潤
れ
希
望

や
重
立
た
な
り
ま
e

五
は
ざ
る
ら
得
ん
の
に
。

助

め

よ

諸

君

骨

骨

！

内

K
F
生
d

(ii4〕

国
運
動
部
か
ら

大
正
周
年
大
A
U
L
於
て
、
常
都
弦
峰
山
り
議
案
も



遺
憾
な
く
決
定
ぜ
ら
れ
、
日
じ
世
情
・
L
段
下
〈
さ
な
リ

一
方
に
時
間
紳
的
養
育
、
一
方
じ
は
肉
体
的
養
育
ミ

共
に
っ
さ
め
来
り
C
が
、
訟
に
入
り
来
り

L
一
問

題
は
他
な
・
し
、
校
舎
の
新
築
也
。
之
れ
数
年
前
よ

り
の
大
望
な
り
し
か
、
全
年
に
至
っ
て
事
漸
く
成

ん
さ
す
。
依
て
芙
の
場
所
に
就
き
教
師
謀
役
談
等

種
キ
合
議
の
結
果
、
常
部
の
庭
球
場
最
も
遜
常
の

地
芝
、
愈
ん
吋
此
昆
ら
以
て
校
舎
新
築
の
場
さ
定
め

ら
あ
。
而
・
し
此
の
運
動
場
十
い
る
や
、
前
後
数
阿
吹

修
に
吹
修
た
加
へ
非
常
な
る
傍
力
や
費
し
、

A
1
0
・

構
完
全
な
る
場
所
さ
は
な
れ
る
も
の
に

L
て
、
今

此
の
運
動
場
か
失
は
官
、
他
に
求
む
ぺ
斗
』
の
所
な

〈
、
帯
同
部
の
み
衰
微
す
Z
の
止
む
た
得
ざ
る
の
境

さ
な
る
な
り
。
而
－
し
我
等
百
除
名
の
生
徒
の
延
山

に
頁
笈
d
u
L
目
的
十
い
る
も
の
は
他
な
し
、
行
単
の

ご
道
ら
閥
み
宗
義
た
光
穎
・
し
、
以
て
毒
気
深
入
の

者
は
勿
論
、
一
再
衆
生
に
碍
算
本
慣
れ
る
妙
法
五

字
の
大
良
薬
か
服
d
u
L
め
以
て
安
心
立
命
た
得
du

cむ
る
其
の
活
動
の
任
務
J

借
金
、
つ
ぜ
ん
が
十
い
め
の

放
な
り
。
校
舎
あ
り
て
の
運
動
場
な
れ
ば
、
校
舎

不
備
に

L
て
完
全
な
る
運
動
携
わ
る
も
満
足
守
る

事
た
得
？
、
依
て
部
長
た
初
め
幹
事
合
議
の
よ
比

の
時
た
幸
ひ
講
堂
新
設
の
地
主
し
て
求
献
す
る
事

さ
な
れ
り
。
而

L
多
〈
の
金
銭
Z
努
力

2
4佐
賀

L

折
角
攻
修
d
a
庭
球
場
た
一
度
も
周
ひ
ざ
る
も
浅

念
な
れ
ば
、
設
に
於
て
大
月
二
十
五
日
午
前
八
時

よ
り
堂
々
さ
開
場
式
た
暴
行
乙
、
同
時
に
庭
球
紅

白
競
技
並
に
弓
術
大
舎
を
も
行
。
、
相
常
の
賞
品

授
血
ハ
等
わ
り
て
盛
大
じ
終
れ
り
。

聞
大
正
五
年
九
月
十
九
日
午
後
一
時
よ
り
脅
比
一

周
尚
席
・
し
て
弓
術
場
た
修
繕
す
。

聞
大
正
五
年
十
一
月
四
日
立
太
子
式
記
念
遠
足

さ
＝
し
て
、
内
品
開
寺
即
ら
凶
燦
金
五
回
の
奮
跡
日
参
議

L
、
仰
倉
ノ
卒
南
部
妙
浄
寺
正
陵
寺
等
た
参
拝
、
し

南
部
じ
於
て
は
道
路
布
教
た
行
ふ
。
森
田
教
頭
、

岡
附
部
長
の
引
卒
に
て
生
徒
五
十
七
名
な
り
。

園
大
正
五
年
十
一
月
二
十
三
日
、
講
堂
新
築
場
主

し
て
献
也
し
運
動
場
4
4
土
工
事
か
－
側
め
ざ
る
か
以

て
、
其
問
比
曲
胞
に
て
庭
球
す
る
事
さ
な
り
、
生
徒

一
聞
に
て
之
た
掃
除
乙
前
週
り
盛
ん
に
運
動
な
L

っ
、
あ
り
。
ハ

S
S
生）

一
金
武
闘
五
拾
銭

回
金
品
寄
附
者
芳
各
森

川

数

以

搬

本
朗
僧
院

一
金
五
回

一
金
五
拾
銭

一
金
豊
岡

一
金
萱
闘

一
金
武
図

一
金
五
也
知
銭

一
金
五
拾
伐

一
金
壱
凶

一
金
五
拾
銭

一A笠
宮
凶

一
金
市
民
側

一
金
五
拾
銭

一
金
五
拾
銭

一
金
五
拾
銭

一
金
管
凶
五
拾
銭

一
金
五
拾
銭

一
金
五
捻
銭

一
金
五
拾
錫

一
金
五
拾
銭

一
金
五
拾
銭

一
金
笠
岡

一
金
五
拾
銭

身
延
村

身
延
山

中

傑

車
同
村

大

野

大

野

田
川
喝

hu

p

p

l

 

梨関延剛山
F
州延

身

延
秋

削

身

延

ゆ
／
メ
キ
村

江

州

飯

宮

身睦静身岩山

高

倉

典

侍

殿

望

月

寛

祭

殿

本

院

殿

中

村

是

本

殿

身

延

支

院

御

中

望

月

寛

祭

殿

法

闘

寺

殿

黒

坂

醤

師

殿

本

遠

寺

殿

高

見

慈

悦

殿

柴

国

頭

秀

殿

大

乗

寺

殿

図

光

庵

殿

小
日
間
瞬
正
殿

妙
慶
寺
崎
世
徒
殿

妙

石

坊

殿

脇

本

執

事

殿

事
賞
品
峠
智
孝
殿

大

乗

坊

殿

青

年

問

殿

様

間

関

誌

殿

井

上

海

消

殿
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一
金
武
図

一
金
五
回

一
金
五
困
五
拾
銭

一
金
五
拾
銭

一
金
五
回

一
金
五
拾
館

一
金
品
会
困

一
金
武
拾
銭

一
金
武
闘

一
令
出
品
凶

雑
誌
唯
一

大
崎
思
議
ハ
毎
時
色

山
家
山
学
報
ハ
全
）

円
宗
新
聞
ハ
全
）

我
山
車
門
ハ
全
）

三
賀
ハ
全
）

夫
放
（
全
）

御
即
依
大
典
録

満
州
第
集
結

雑
誌
墜
生

斉

藤

智

孝

殿

野

村

こ

ん

殿

林

儀

平

殿

林

徳

治

殿

身

延

武

井

坊

殿

路

A
b
E

妙

善

寺

殿

甲

府

土

屋

梅

子

殿

身

延

深

敬

病

院

殿

東

京

沖

殿

身

延

花

之

坊

殿

木

製

院

森

回

数

頭

殿

下

総

清

水

龍

山

殿

大
坂
日
宗
唯
一
青
年
周
殿

東

京

日

蓮

宗

大

祭

殿

全

伊

藤

海

開

殿

全

日

宗

新

聞

社

殿

全

同

我

A
W
H

殿

全

森

江

書

店

殿

山

梨

天

毅

一

組

殿

木
令
長
江
原
育
局
面
掲
殿

全

辻

能

問

中

君

全

遠

藤

田

疋

雄

君

金秩

津田
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